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紹
　
介

松
原
秀
江
著

『薄
雪
物
語
と
御
伽
草
子

・
仮
名
草
子
』

箕
　
浦
　
尚
　
美

本
書
の
書
名
は
、
コ
薄
雪
物
語
」
を
中
心
に
、
御
伽
草
子

・
仮
名
草
子
に
つ

い
て
の
論
文
を
集
め
」
（本
書
二
八
二
頁
）
た
論
文
集
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
名

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
内
容
は
、
『薄
雪
物
語
』
を
基
盤
と
し
て
近
世
の

草
子
文
芸
史
全
般
を
論
し
た
研
究
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
第

一
章
に
、
中
核
と
な
る

『薄
雪
物
語
』
に
関
す
る
論
考
を
置
く
。

「薄
雪
物
語
』
は
著
者
の
研
究
の
出
発
点
で
も
あ
る
。
五
十
種
近
く
も
の
伝
本

の
詳
細
な
分
析
に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
だ
が
、
「薄
雪
物
語
」
は
、
江
戸
時
代
を

通
し
て
読
ま
れ
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
、
「娯
楽
的
・
実
用
的
・
啓
蒙
的
な
要
素
を

か
ね
そ
な
え
る
仮
名
草
子
中
の
仮
名
草
子
」
（本
書
七
五
頁
）
と
も
言
え
る
作
品

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
『薄
雪
物
語
」
の
分
析
は
仮
名
草
子
全
般
を
論
じ
る

こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
薄
雪
物
語
」
の
挿
絵
」
で
は
、
諸
伝
本
の
挿
絵
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
先
行
す
る
版
の
挿
絵
を
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
近
世
の
出
版
の
実
態
を
示

す
と
と
も
に
、
新
た
に
作
ら
れ
る
版
に
は
異
版
意
識
が
あ
り
、
世
の
中
の
好
み

や
動
き
を
敏
感
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
『薄
雪
物
語
」

の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
世
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
諸
版
の
図
柄
の
違
い

か
ら
読
み
取
る
。
例
え
ば
、
文
使
い
の
挿
絵
が
多
い
版
に
は
艶
書
文
範
と
し
て

の
実
用
性
、
筋
の
展
開
に
沿
っ
て
挿
絵
が
構
成
さ
れ
る
版
に
は
物
語
性
、
古
典

の
一
場
面
を
描
い
た
絵
が
多
い
版
に
は
啓
蒙
性
が
、
各
々
、
重
視
さ
れ
て
い
る

と
分
析
す
る
。
仮
名
草
子
の
性
格
を
、
挿
絵
と
い
う
観
点
か
ら
見
事
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
論
考
と
言
え
よ
う
。
本
稿
は
、
労
作

「
『薄
雪
物
語
』
版
本
考
」
と

併
せ
て
読
む
こ
と
で
、
各
々
の
刊
行
時
期
、
出
版
者
、
本
の
形
態
な
ど
の
、
よ

り
具
体
的
な
条
件
が
加
え
ら
れ
、　
い
っ
そ
う
興
味
深
い
内
容
と
な
る
。

「御
伽
草
子
・仮
名
草
子
に
お
け
る
所
謂
六
段
本
に
つ
い
て
」
「御
伽
草
子
『は

ち
か
づ
き
』
の
草
双
紙
へ
の
展
開
―
―
西
村
屋
興
八
版
を
中
心
に
―
―
」
（第
二

章
）
は
、
「薄
雪
物
語
』
研
究
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
諸
伝
本
の
比
較
を
通
し

て
近
世
の
草
子
享
受
の
変
遷
を
分
析
し
た
論
考
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
諸
本
の

挿
絵
や
本
文
の
検
討
を
通
し
て
、
御
伽
草
子
か
ら
草
双
紙
へ
の
展
開
を
具
体
的

に
辿
っ
て
ゆ
く
作
業
に
よ
っ
て
、
丁
数
が
少
な
く
挿
絵
に
重
点
が
置
か
れ
る
草

双
紙
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

著
者
の
関
心
は
、
個
々
の
作
品
や
近
世
の
出
版
の
分
析
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
仮
名
草
子
の
精
神
、
近
世
の
文
化
、
価
値
観
な
ど
に
あ
る
こ

と
が
、
ど
の
論
考
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
、
「江
戸
時
代
に

お
け
る
女
性
の
文
学
的
教
養
に
つ
い
て
―
―
狭
義
の
頭
書
形
式
の
版
本
を
中
心

に
―
―
」
（第
二
章
）
「仮
名
草
子
に
お
け
る
儒
教
と
仏
教
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
」
「仮
名
草
子
の
文
学
観
」
（第
四
章
）
は
、
著
者
の
文
学
観
を
述
べ
た
論
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
作
品
論
と
し
て
、
コ
薄
雪
物
語
」
と
も
の
の
あ
は
れ
」
（第

一
章
）

「観
音
利
生
諄

『は
ち
か
づ
き
』
論
―
―
方
便
力
と
し
て
の

「鉢
」
の
意
味
を

中
心
に
―
―
」
コ
浮
世
物
語
』
論
―
―
浮
世
と
人
の
心
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
―
―
」
（第
二
章
）
「心
と
言
の
葉
―
―

「和
歌
威
徳
物
語
』
を
中
心
に
―
―
」

（第
四
章
）
を
収
め
る
。
■

九
九
七
年
七
月
、
和
泉
書
院
、
三
二

一
頁
、　
〓

一

〇
〇
〇
円
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


